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記念碑と記念樹

企画調整部 情報資料課

昭和 （ ）年の 月に創立された農業58 1983 12

環境技術研究所は、 年と ヶ月の歳月を経17 4

た平成 （ ）年の 月に、装いを新たに13 2001 4

独立行政法人農業環境技術研究所として再出発

しました。これを記念して、研究所の入り口と

正面玄関前の中央に記念碑を立て、正面玄関の

。 、南東方向に記念樹を植えました 年の歳月は3

記念碑をまわりの景観になじませ、記念樹の根

を大地に強く張らしめました。記念碑に刻印さ

れたキャッチフレーズと記念樹に込めた想い

が、忘却の彼方に去らないようにその内容を紹

介しましょう。

記念碑とキャッチフレーズ

農業環境技術研究所の正面玄関に立ってみま

しょう。筑波山の麓から運び入れた約 トン10

の花崗岩が、海面と打ち寄せる波を模した緑な

すリュウノヒゲと白い玉石の真ん中に大きな島

のように鎮座しています。この花崗岩の前面に

は、環境を研究する人びとの思いが縦書きの惹

句（じゃっく：キャッチフレーズ）で力強く刻

印されています。

風にきく

土にふれる

そして はるかな時をおもい

環境をまもる

「風」は皮膚の触覚によって感じることがで

きます。視覚によって旗の翻るさまからも見る

ことができます。大地に吸い込まれる風の音は

聴覚によっても知ることができます。さらに、

運ばれてくる梅の香りによっても知覚できま

す。こうして風は、視覚のみならず他の感覚に

よっても総合的に知覚されるのです。

「きく」には 「聞く」と「聴く」の漢字を、

当てることができます。白川静の「字通」によ

れば 「聞」は、挺立する人の側身形の上に大、

きな耳をしるす形で、神の啓示するところを求

める意とあります。耳で音や声を感じとる。

「聴」は、耳を傾け注意して聞きとる。耳の聡

。 。明なことを示す 神の声を聞きうることをいう

「風にきく」とは、すべての五感と英知を持っ

て環境を知ることにあります。

「土」はすべての生き物の根源であるととも

に、生き物そのものです 「他の萬物を吐生す。

るものなり」と「字通」にもあります。生きと

し生けるものすべての母でもあります。となる

と 「土にふれる」とはバーチャル（仮想的・、

虚像の）の対岸にあたることを意味します。体

に汗して環境と対面することを意味します。

風と土が合わさって「風土」と表現されるこ

とは重要で、その地の「紀行と有様」として人

間の根源的経験にかかわる内容をもっていま

す。そこには、時間と空間、歴史と文化があり

ます。

「はるか」は 「遙」と「晴」を充てること、

ができます 「字訓」によれば 「はるか」は。 、

遠く離れているところ、それを妨げるものがな

く、そこまで見通すことのできる状態をいうと

あります。また 「はるけし」はその形容詞形、

です 「晴る」と同様の語とあります。となる。

と 「はるかな時」は何世代も先の未来の人び、

との晴れやかな生き様でもあります。

「おもい」には様々な漢字を充てることがで

きます 「思」は、千々に思い乱れる。上半分。

は脳みそを表し、その下に心があります。この

ほかにも「おもう」と読む文字は数多くありま

す 「念」は、上の「今」は瓶にふたをするか。

たちを表し、心に思いを詰めて深く念じるとい

所 内 ト ピ ッ ク ス
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正面玄関前の記念碑

。「 」 、 、う意味だそうです 懐 は 右半分を見ると

上に目があり涙を垂らしています。下の衣は死

者の襟元に涙を流す。つまり、死んだ人のこと

を折に触れてなつかしく懐いだすような場合に

使うといわれます 「想」は、遠くに離れた人。

。「 」 、の姿を思い浮かべるときに用います 憶 は

神意をはかり悟ることをいうそうです。このよ

うに 「おもう」には多くの意味が含まれてい、

るのです。

「環境をまもる」とは何でしょうか。これは

人間と自然に関わることです。環境が人間を離

れてそれ自体で「守る守らない」が問われてい

るわけではありません。両者の関係は、人間が

環境をどのように見るか、環境に対してどのよ

うな態度をとるか、そして環境を総体としてど

のように価値づけるかによって決まります。

すなわち 「環境をまもる」とは人間と自然、

の間に成立するもので、人間の見方や価値観が

色濃く刻み込まれています。だから、人間の文

「 」 。化を離れて 環境をまもる ことはできません

とすると、環境とは自然であると同時に文化で

。 「 」 、もあります したがって 環境をまもる とは

これまで守りきれなかった環境を守るのですか

ら、これまでのわれわれ自身を変えることにつ

ながります。

では、われわれ自身を変えるとは何でしょう

か。われわれが住んでいる地球のあらゆる環境

が悪化している現状で、自然に対して倫理観を

もつこともその一つでしょう。人が人に倫理観

をもつと同じように、われわれが土や水や大気

や生物にも生存権があることの意識を持たない

限り、自然はわれわれに反逆するでしょう。

これが記念碑の惹句の説明です。こんな「お

もい」で （独）農業環境技術研究所は再出発、

したのです。なお研究所の入り口には 「独立、

行政法人農業環境技術研究所 平成 年 月13 4

日」とのみ記された約 トンの花崗岩が鎮1 18

座しています。

記念樹

設立記念にシデコブシとヒトツバタゴを植え

ました。これらの木々の説明と、農業と環境の

かかわりについて紹介しましょう。

（ ）シデコブシ Magnolia stellata Maxim

熊本県は五家荘の北隣りの九州山脈の内ふと

ころに、植物の豊富なことで有名な内大臣があ

ります。ここにも、平家の落人の哀しい物語が

伝えられています。あの有名な壇ノ浦の敗戦か

ら逃れて、この山奥に安住の地を見いだしたか

に思われた平家の落人たちが、早春のある朝、

目を覚ましてまわりの山々を見渡すと、無数の

源氏の白旗があちこちにはためいていました。

落人たちはなすすべもなく、今はこれまでと自

刃して相果ててしまいました。源氏の白旗と見

えたのは、実はコブシの花だったのです。平家

一門にとっては、恨みのこもったコブシの花で

しょう。

鹿児島県の大隅町では 「コブシの花が咲く、

ときが甘藷（かんしょ）の床出しの時期」とい

われます。栃木県の上都賀郡では、コブシはイ

モウエバナとよばれ、この花が咲くとサトイモ

の植えつけにかかるといわれます。また、長野

県の上高井郡では 「コブシの花時に味噌（み、

そ）煮りゃしくじりなし」といい、京都府の船

井郡でも「コブシの花が咲くようになれば味噌

を仕込む」といいます。東北地方では、コブシ

はタウチザクラとよばれています。農家が水田

を囲むまわりの山々に咲くコブシの花に囲まれ

て、田打ちをしているのどかな田園風景が連想
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されます 「コブシの花の多い年は豊年だ」と。

もいわれています。

コブシの和名の語源は拳（こぶし）で、その

果実あるいはつぼみの形に由来するといわれま

す。鳥取県八頭（やず）郡ではコーバシとよび

。 。ます コブシの樹皮の香りに結びついてきます

アイヌ名では、オマウクシニまたはオプケニと

いい 前者は いい香りをだす木 後者は 放、 「 」、 「

屁（ほうひ）する木」の意味だそうです。対照

的な名前ですが 「いい香りをだす木」という、

と、病魔が香りにひかれてやってくる恐れがあ

るため 伝染病が流行しているときなどには 放、 「

」 。 、屁する木 とよんだのです そういいながらも

この木の皮や枝を煎（せん）じて飲んだといい

ます。なんだか環境の木という思いがします。

7 12 35岐阜県は平成 年 月に、全国で初めて

種の「大気環境推奨木」を選定しました 「大。

気環境推奨木」とは、大気浄化能力の高い樹木

を指します。アオギリやオオシマザクラなどと

ともにシデコブシが指定されました。シデコブ

シは大気浄化能力だけでなく、見た目も美しく

鑑賞用としても適していることから、さまざま

な施設の敷地や学校の校庭などへ、花木として

植栽が薦められています

このように、近年は野生のシデコブシよりも

むしろ植栽シデコブシが、環境浄化や鑑賞用と

して人々の生活にかかわりを持つようになって

きました。シデコブシは「環境の木」といって

もいいでしょう。

Chionanthus retusus Lindl. etヒトツバタゴ（

）Paxt.

モクセイ科に属する。ヒトツバタゴは愛知県

から岐阜県の地域に野生するほかは、対馬の北

部、朝鮮半島、中国、台湾にあるので、日本で

は珍木のひとつです。数少ない木ゆえに生物多

様性の保全の面からも保存が必要です。その意

味で、農業環境技術研究所にふさわしい木とも

いえるでしょう。

尾張（愛知県）の本草学者の水谷豊文が江戸

時代の末期に発見し 『物品識名拾遺』に記録、

しました。豊文はこの木をトネリコの仲間と判

断しました。トネリコは方言でタゴノキといわ

れるので、単葉のタゴ、つまりヒトツバタゴと

名づけたのです。また江戸青山六道の辻の人家

（現在は明治神宮外苑内）にこの木が植えられ

ていて、名前がわからぬままにナンジャモンジ

ャとよばれていました。対馬のものは北端の鰐

浦で明治の末に発見され、国の天然記念物に指

定されている。現地ではウミテラシとよんでい

ます。

ヒトツバタゴは、高さ メートルになる落25

10葉高木です。葉は対生し、長楕円形で長さ

センチ。 月に円錐状集散花序に、ややまばら5

に白い花をつけます。雌雄異株で、花冠は つ4

15 10に深く裂け 裂片は長さ ミリ前後 果実は、 、

1 1.5月に黒く熟し 広楕円形で長さ センチから、

センチ。庭木として観賞用に植えられますが、

花どきはなかなか壮観です。中国では若葉を摘

んで茶の代用にもするそうです。

記念樹（左：シデコブシ、右：ヒトツバタゴ）

時代がどのように変わろうとも、これらの記

念碑と記念樹は、農業環境技術研究所の来し方

行く末を見続けていくことでしょう。

なお、植物の詳細や参考文献をお知りになり

たい方は、当所のホームページの「情報：農業

と環境 （ ）をNo.48 http://www.niaes.affrc.go.jp」

ご覧ください。


